平成17年９月度月例会報告
日時；平成17年９月14日(水)　18:30～20:00、その後ゲストを交えて懇親会

場所；ちよだプラットフォームスクェア　５０１－５０２

スピーカー；山本紀久雄氏

テーマ；「日本文化を新たな視点から追求する」
　1.はじめに

　　小泉自民党が大勝したのは、固定観念に縛られなかったから。CHANGEが求められている
　ことは分っている。このＧからＴ(Taboo)を取るとCHANCEになる。Gの巨人には既成観念に
　縛られているところがあり、Tの阪神には今はそれがない。既成観念を外してみると面白いも
　のが見えてくる。
　2.山岡鉄舟について

　　1)今、VERDADという雑誌に山岡鉄舟のことを書いている。元々経営者、新聞記者、代議士
　　　秘書が主な読者という地味な雑誌を、少し面白くしようという話から始まった。この雑誌
　　　は色々なデータが整理されて詰まっており、何故新聞記者が読者かというのも、彼らが利
　　　用するのに便利に出来ているからである。

　　2)山岡鉄舟は幕軍側だったが、西郷隆盛に気に入られた。その結果明治天皇の教育係になっ
　　　た。大政奉還までは明治天皇はそんな教育は全く受けていなかったし、皇室には情報収集
　　　力がなかった。下級武士から成り上がった西郷や大久保にはそれがあったし、幕府側でも
　　　勝海舟や鉄舟は自分で動けた。ペリーが来航するのも１年前に予告されていたし、アメリ
　　　カ以外からも開国の要求は来ていた。でも何故彼らが開国を迫るのかという理由は幕府の
　　　上層部は知らなかった。
　　3)山岡鉄舟については殆ど資料がない。だから研究したり書いている人も少ない。そこが面
　　　白いところで、他人のやらないことをやりたいから、山岡鉄舟にのめり込むことになった。
　3.ぬり絵文化

　　1)荒川区の町屋に「ぬり絵美術館」ができた。他にはぬり絵を扱っている美術館はない。本
　　　も殆どないし、国会図書館にも否定的に扱った本しかない。
　　2)絵本文化は日本では非常に高いレベルにあるのに、ぬり絵の研究は誰もやっていない。ド
　　　イツ・フランスでは勉強のためにぬり絵をやらせているが、日本では害になるという意見
　　　が強く学校でも扱っていない。「大人のぬり絵」というのがサントリーからでて、密かな
　　　ブームになっているが、文化にまではなっていない。
　4.フランスを救った日本の牡蠣

　　1)フランスでは１年中牡蠣があり、生で食べている(生でしか食べない)。しかも冷蔵ケースに
　　　入っているでもなく、日の当たる店頭に置いてある。日本では冬しか食べられないのに、
　　　どこからこの差が来るのか不思議だった。

　　2)実は理由は未だに不明だが、フランスの牡蠣は20年ほど前に一度全滅している。牡蠣業界
　　　としては大変なので世界中を調べ、宮城県の牡蠣を送ってくれるよう依頼した。それを育
　　　てたら巧く育ったので、フランスの業界の人は皆それを知っており、日本に感謝している。
　　　日本では記憶が薄れている。
　　3)だから種類はまったく同じなのに、何故フランスでは生牡蠣を１年中食べられるかという
　　　と、牡蠣の育て方に違いがある。日本では筏に吊るした形で育てるので、四六時中餌にあ
　　　りつける。フランスでは籠に入れて板状のものの上に置いて育てる。だから干潮のときは
　　　陸に上がった形になる。それでも生きて行かなければならないから、牡蠣がそんな環境に

　　　順応していく。

　　4)牡蠣剥きの選手権等では日本人は絶対に敵わない。牡蠣の殻を開けるのに、日本の牡蠣は
　　　簡単に開くが、フランスの牡蠣は仲々開かない。

　　5)見た目も全く違っていて、フランスの牡蠣は殻の表面がつるつるしていて、形もよい。そうでないと売れない。

　　6)牡蠣に生命力があるということは、店頭でも牡蠣は生きている。日本の｢生｣というのは火
　　　を通していないものだが、彼等が食べている生牡蠣は生きている牡蠣である。だから一年
　　　中いつでも食べられる。
　5.笑う温泉・泣く温泉

　　1)中曽根Jrがドイツの温泉の視察に行ったことがある。彼は気になる点としてドイツの温泉
　　　場がバリアフリーになっていないことを挙げた。でも彼らはリハビリのための施設と考え
　　　ているから、バリアフリーにする気は全く無い。運動にならないから。

　　2)世界の97%の湯治場は欧州にある、と言われる。こんなに温泉の多い日本は湯治場として
　　　の機能は失っている。欧州では医者の処方箋を持って温泉に行く。そして２週間くらいは
　　　滞在する。だから温泉旅館のメニューも毎日違う。日本の温泉場は殆どが１泊２日用にな
　　　っている。バブルのころの団体客で儲けたのが、そんな体質を作ってしまった。

　　3)欧州の温泉は温度が低い。25度から30度程度である。だから欧米人は日本の温泉には来
　　　ない。勿論その他にもすべて価格が高すぎるという面もあるが、そのような違いを全く理解しないで、外国人を温泉に呼ぼうというキャンペーンだけしているところがある。
　　4)温泉を見に行くのなら、バーデンバーデンに行ってはならない。日本からの視察団が毎週の如く行っているからである。

あそこは完全な国際都市として計画された都市であり、温泉の機能は一部でしかない。空から町に入るまでは、緑だけで何も無いという徹底した計画ぶりで、今更日本で真似しようとしても出来ない。
　6.これからの視点

　　1)日本はGNC(Cool)ではNo1である。アニメ文化は宮崎監督などで認められているが、世界
　　　で一番有名な日本人は鳥山明氏(ドラゴンボールの作者)である。HPへのアクセス数が一番
　　　多い人である。
　　2)上野の美術館に絵を展示しているような人よりも、世界では日本のサブカルチャーの方が有名である。例えば柔道の人口はフランスの方が日本より多い。剣道、書道も盛んである。

　　3)だから世界という視点から日本を見よう。日本の温泉は世界標準からは外れているし、日本ではぬり絵は役に立たないというのが定説になっているが、ぬり絵は世界中にある。今
　　　度NYで世界ぬり絵展をやる。また、牡蠣の育て方についても日本は独特である。
今、国際教養大学（中嶋嶺雄学長）では世界中から優秀な留学生が来ていて、授業も学内会議も文書もすべて英語であり、学生も教師も必読本は新渡戸稲造の「武士道」英文版である。武士道も世界的になっている証拠である。尤も武士である鉄舟の武士道の方が、学者である新渡戸稲造より本物だろう。その証明をするため、来年はＮＹで鉄舟研究会を始め、それからパリやドイツなど世界中に展開していくつもりである。そのために英文の武士道ＨＰアドレスを取得している。また、VERDAD誌で「世界の街角から」の連載も始める。日本の良さを世界という視点から見つめ皆様にお伝えする活動を展開していく。
以上

